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制
度
は
乱
さ
れ
、
こ
の
乱
れ
を
救
済
し
、
農
業
政
策
の
統
一
制
を
維
持

す
る
た
め
に
補
償
金
制
度
が
導
入
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
共
通
農
業
政
策

が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
為
の
計
算
、
特
に
実
際
の
管
理
に
あ
た

っ
て
は
複
雑
さ
が
増
大
し
て
い
る
。
国
際
通
貨
の
混
乱
に
よ
り
Ｅ
Ｃ
農

業
政
策
維
持
の
困
難
が
云
々
さ
れ
、
農
業
政
策
の
前
進
の
為
に
は
経
済

通
貨
同
盟
の
推
進
が
不
可
欠
と
い
わ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

（
本
報
告
書
の
前
半
部
分
は
私
学
研
修
福
祉
会
に
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
加
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。
）

一
七
二
　
（
三
五
八
）

　
共
同
研
究
室

昭
和
五
十
年
度
第
一
回
研
究
会
（
五
月
十
六
日
）

▼
テ
ー
マ
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
一
断
面

　
報
告
者
　
清
水
貞
俊
氏

　
（
報
告
要
旨
は
本
誌
海
外
留
学
記
の
項
に
掲
載
）

昭
和
五
十
年
度
第
二
回
研
究
会
（
六
月
六
日
）

▼
テ
ー
マ
　
利
潤
と
剰
余
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
技
術
進
歩
の
存
在
す
る
場
合

　
報
告
者
　
北
野
正
一
氏

　
報
告
要
旨

　
一
、
仮
　
定

　
二
、
価
値
規
定

　
三
、
利
潤
と
剰
余
労
働

　
四
、
お
わ
り
に

　
資
本
制
約
拡
大
再
生
産
が
持
続
す
る
た
め
の
重
要
た
実
現
条
件
の
一

つ
は
技
術
革
新
で
あ
る
。
新
技
術
は
景
気
循
環
の
好
況
局
面
で
大
量
に

導
入
さ
れ
普
及
す
る
が
、
そ
の
対
局
と
し
て
旧
技
術
を
陳
腐
化
（
道
徳



的
磨
損
）
さ
せ
、
不
況
局
面
で
集
中
的
に
廃
棄
さ
せ
る
。
一
」
う
し
て
、

景
気
循
環
を
通
し
て
、
新
設
備
の
導
入
、
新
旧
設
備
の
並
存
、
旧
設
備

の
廃
棄
が
不
断
に
行
わ
れ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
「
価
値
革
命
」
を
実

現
さ
せ
る
新
技
術
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
陳
腐
化
さ
れ
る
旧
技
術
と
を
令

む
経
済
全
体
で
の
価
値
規
定
と
、
利
潤
と
剰
余
価
値
と
の
対
応
関
係
を

検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
一
、
仮
　
定

　
問
題
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
次
の
仮
定
を
お
く
。

　
¢
　
技
術
革
新
の
性
格
と
し
て
、
既
存
商
品
の
使
用
価
値
を
喪
失
さ

せ
る
新
種
商
品
を
生
産
す
る
設
備
が
開
発
さ
れ
る
場
合
と
、
既
存
商
品

と
同
一
の
使
用
価
値
量
を
、
よ
り
少
な
い
生
産
要
素
投
入
量
で
生
産
で

き
る
設
備
が
開
発
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の
場
合

に
限
定
す
る
。

　
　
使
用
価
値
の
種
類
は
唯
一
つ
で
、
生
産
財
と
し
て
も
消
費
財
と

し
て
も
使
用
可
能
と
す
る
。

　
　
技
術
進
歩
の
型
は
、
産
出
・
資
本
比
率
ｄ
を
一
定
に
、
労
働
．

資
木
比
率
ん
を
一
定
率
ぴ
で
減
少
さ
せ
る
も
の
と
し
よ
う
。
設
備
の
物

的
耐
用
年
数
は
無
限
大
で
、
物
理
的
磨
損
は
無
視
す
る
。

　
＠
　
資
本
家
は
利
澗
の
一
定
率
ｓ
を
蓄
積
す
る
。
労
働
者
は
賃
金
を

　
　
　
　
共
同
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全
額
消
質
す
る
。

　
　
　
設
備
は
粗
利
潤
を
獲
得
で
き
る
限
り
正
常
に
稼
動
さ
れ
、
粗
利

潤
が
消
減
し
た
時
点
で
廃
棄
さ
れ
る
。

　
＠
　
資
本
家
が
新
設
備
据
付
量
を
毎
期
一
定
率
ｇ
で
増
加
さ
せ
る
経

路
を
扱
う
。

　
記
号
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
設
備
据
付
量
巧
、
耐
用
年
数
の
、
実

質
賃
金
率
叫
、
利
潤
巧
。

　
そ
う
す
る
と
、
去
期
に
お
げ
る
生
産
物
の
需
給
一
致
条
件
は
、

　
　
ユ
一
い
ぎ
、
エ
ニ
一
。
ゴ
ぎ
、
ま
・
一
「
貢
　
　
一
一
一

と
な
る
。
仮
定
＠
よ
り

　
　
ざ
１
１
貫
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

だ
か
ら
０
Ｄ
式
は

　
　
ユ
一
、
ぎ
、
一
土
一
い
、
－
ざ
、
ま
一
一
　
　
　
§

と
な
る
。
仮
定
＠
よ
り
切
断
条
件
と
し
て

　
　
き
Ｎ
↑
ミ
ー
Ｉ
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

仮
定
＠
よ
り
さ
＼
ざ
”
灼
だ
か
ら
、
仮
定
　
、
↑
ｏ
を
考
慮
し
て
榊
を
整

理
す
れ
ぽ

　
　
・
一
二
土
一
一
、
－
、
（
了
）
一
・
亀
、
工
一
一
　
　
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
　
（
三
五
九
）
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側
よ
り
、
与
件
の
９
，
ｓ
に
対
し
て
、
０
は
一
定
値
を
と
る
こ
と
が
判

か
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
三
者
の
関
数
関
係
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
タ
膏
十
｛
〒
－
剣
済

ヤ
ー
÷
一
・
べ
、
（
ミ
）
一
・
ミ
三

言
マ
ミ
（
工
）
・
ミ
セ

こ
れ
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
～
ｏ

　
　
吻
法
－
耐
１
↓
　
　
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
膏

　
　
　
　
　
　
　
　
膏

　
　
、
　
、
　
　
　
利
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

　
　
　
　
　
　
　
　
～
ｏ

　
　
灼
　
、
　
　
　
　
　
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
二
、
価
値
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
我
々
の
峯
◎
箒
－
に
お
い
て
は
、
毎
期
新
設
備
が
導
入
さ
れ
、
年
令

６
に
達
し
た
旧
設
備
は
経
済
的
に
、
即
ち
、
実
質
賃
金
率
の
上
昇
に
よ

っ
て
粗
利
潤
を
獲
得
で
き
た
く
た
り
、
廃
棄
さ
れ
る
。
年
令
６
以
下
の

旧
設
備
は
新
設
備
と
並
存
し
て
稼
動
さ
れ
る
。

　
こ
の
場
合
、
チ
期
の
価
値
は
、
当
期
の
標
準
的
生
産
条
件
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
　
（
三
六
〇
）

即
ち
そ
の
期
に
新
た
に
導
入
さ
れ
る
新
技
術
の
生
産
条
件
に
。
よ
っ
て
決

　
　
（
注
ユ
）

定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
今
期
の
標
準
的
生
産
条
件
を
体
化
し
た
新
設
備
に

よ
る
価
値
決
定
を
検
討
し
よ
う
。

　
新
設
備
の
生
産
条
件
の
う
ち
耐
用
年
数
０
は
経
済
的
に
決
定
さ
れ
る
。

従
っ
て
資
本
家
の
立
場
か
ら
は
、
０
の
予
想
に
基
い
て
新
技
術
を
採
用

一
、
償
一
一
実
一
一
一
一
一
萎
。
一
一
一
値
一
コ

一
讐
篶
彗
帥
－
一
一
甫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

よ
っ
て
一
定
水
準
０
に
確
定
す
る
。
従
っ
て
乏
期
の
　
財
量
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
働
産

標
準
的
生
産
条
件
は
下
図
の
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
　
生
労
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

よ
っ
て
オ
期
の
価
値
｛
は
次
の
よ
う
に
決
ま
る
。

　
　
幕
♂
十
（
ゴ
ー
１
１
“
十
（
ゼ
（
“
１
１
◎
　
り
１
１
◎
一
…
一
〇
Ｉ
Ｈ
　
　
（
べ
）

こ
こ
で
｛
は
歩
期
に
導
入
さ
れ
た
新
設
備
の
年
令
ｓ
に
お
け
る
価
値
を

示
め
す
。
ｃ
つ
を
連
続
型
の
我
々
の
竃
◎
ま
－
に
適
合
さ
せ
れ
ぱ
、

　
　
黒
、
一
十
～
。
一
１
１
一
二
・
“
１
１
◎
　
◎
ポ
』
　
　
　
　
　
　
一
。
・
一

側
よ
り
新
設
備
に
よ
る
生
産
物
単
位
当
り
の
価
値
は

　
　
　
　
　
§

　
　
。
、
。
１
ー
ミ
ー
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

価
値
の
正
値
条
件
は



　
　
ミ
Ｖ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

又
価
値
の
時
問
的
変
化
は

　
　
（
、
ｏ
＼
（
、
ｏ
ｌ
Ｉ
ー
ミ

ｆ
期
に
導
入
さ
れ
た
新
設
備
の
年
令
・
に
お
げ
る
価
値
は

　
　
（
↑
一
ア
い
一
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
５

　
　
　
　
ｏ
ｑ
ｌ
Ｈ

歩
期
の
価
値
側
は
、
去
期
の
標
準
的
生
産
年
件
だ
げ
に
着
目
し
て
、
そ

の
稼
動
期
問
（
ア
一
士
）
に
お
げ
る
純
生
産
物
の
必
要
労
働
量
と
し
て

求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
我
々
の
罧
◎
箒
－
に
お
げ
る
チ
時
点

に
は
、
今
期
導
入
さ
れ
た
新
設
備
と
相
並
ん
で
、
そ
れ
に
。
よ
っ
て
多
か

れ
少
な
か
れ
陳
腐
化
さ
れ
た
年
令
０
以
下
の
旧
設
備
が
稼
動
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
時
点
≠
に
隈
定
し
て
、
新
旧
設
備
に
よ
る
合
作
と
し
て
の
生

産
物
単
位
当
り
の
価
値
孔
を
、
ｆ
期
に
お
げ
る
杜
会
的
必
要
労
働
量
と
、

≠
期
の
純
生
産
物
と
の
比
と
し
て
求
め
よ
う
。

　
ま
ず
チ
期
に
。
実
際
に
支
出
さ
れ
た
投
下
労
働
量
は

　
　
≧
工
一
、
工
ぎ
、
一
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

で
あ
る
が
、
ｆ
期
の
杜
会
的
投
下
労
働
量
は
、
旧
設
備
の
個
別
労
働

Ｈ
が
標
準
的
生
産
条
件
の
労
働
４
に
よ
っ
て
評
価
し
直
さ
れ
て

ｚ　
　
き
ム
一
、
｝
象
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
共
同
研
究
室

去
期
の
総
生
産
量
は

ヤ
マ
エ
、
一

一
呂

次
に
、
書
昧
蹄
曹
１
１
誇
時
隈
鳶
－
藏
些
陣
一
だ
か
ら
、
純
生
産
物
を
求

め
る
た
め
に
オ
期
の
償
却
量
を
求
め
よ
う
。
価
値
決
定
の
た
め
の
償
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
３
）

政
策
と
し
て
、
固
定
設
備
の
減
価
量
だ
げ
を
償
却
す
る
、
と
考
え
る
。

そ
う
す
る
と
、
ま
ず
新
設
備
単
位
当
り
の
年
令
ｓ
に
お
げ
る
物
的
償
却

量
は
、
６
カ
、
ｏ
よ
り

　
　
－
咋
＼
・
、
１
＼
。
。
侵
。
　
　
　
　
一
、
¢

次
に
、
、
旧
設
備
の
価
値
は
、
標
準
的
生
産
条
件
に
よ
っ
て
決
ま
る
価
値

に
。
よ
っ
て
再
評
価
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
設
備
の
価
値
は
、
そ
の
残

存
生
産
能
力
を
新
設
備
で
再
生
産
す
る
場
合
に
必
要
た
新
設
備
量
の
価

　
　
　
　
　
（
注
４
）

値
と
み
た
さ
れ
る
。
年
令
ｓ
の
旧
設
備
の
残
存
生
産
能
力
は
ｑ
（
ｏ
よ
）

だ
か
ら
、
そ
の
新
設
備
相
当
量
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
ｑ
（
ｏ
ｌ
吻
）
＼
ｏ
ｑ
ｌ
ｌ
Ｈ
Ｉ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

と
た
り
、
そ
の
価
値
は

・
。
÷
↓
丁
い
由

と
た
る
。
す
た
わ
ち
、

我
々
の
仮
定
の
場
合
、
ｓ
期
前
に
導
入
さ
れ
た

　
　
一
七
五
　
（
一
一
：
ハ
一
）
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旧
設
備
単
位
当
り
の
価
値
は
、
標
準
的
設
備
単
位
当
り
の
年
令
ｓ
に
お

げ
る
価
値
に
等
し
い
。
従
っ
て
年
令
ｓ
の
旧
設
備
単
位
当
り
償
却
量
も

新
設
備
の
場
合
と
同
様
に
陶
で
決
定
さ
れ
る
。

　
以
上
よ
り
、
去
期
の
総
償
却
量
功
は

　
　
・
工
一
ナ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

と
な
る
。
蝸
、
ｑ
４
、
閥
よ
り
、
新
旧
設
備
の
合
作
と
し
て
の
去
期
の
生

産
物
単
位
当
り
の
価
値
孔
は

　
　
　
　
　
ミ
一
　
　
§

　
　
ミ
、
１
－
“
Ｉ
０
１
ー
ミ
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

と
た
り
、
ゆ
の
｛
と
一
致
す
る
。
孔
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
新
旧
設

備
の
合
作
で
あ
る
総
生
産
物
４
を
標
準
的
生
産
条
件
で
再
生
産
す
る
の

に
必
要
と
さ
れ
る
単
位
生
産
物
の
価
直
、
で
あ
る
。
最
後
に
≠
期
に
お

げ
る
総
剰
余
労
働
量
〃
は

　
　
き
…
＞
“
ー
ミ
き
・
き

－
、
や
工
－
恥
三
一
ゴ
ざ

と
た
る
。

　
三
、
利
潤
と
剰
余
労
働

　
ま
ず
利
潤
率
の
検
討
か
ら
始
め
る
。

夏

任
意
の
時
点
〃
に
導
入
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
　
（
三
六
二
）

新
設
備
単
位
に
着
目
す
れ
ぱ
、
そ
の
耐
用
年
数
は
い
ず
れ
も
一
定
０
で
、

そ
れ
が
年
令
ｓ
時
点
で
獲
得
す
る
粗
利
潤
れ
は

　
　
Ｑ
べ
…
ｑ
１
き
十
ト

　
　
　
ー
１
ｑ
（
Ｈ
Ｉ
～
ー
ミ
一
９
．
由
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

と
な
り
、
導
入
時
点
考
と
無
関
係
で
、
各
時
点
で
導
入
さ
れ
る
設
備
に

共
通
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
個
別
設
備
に
着
目
し
た
、
そ
の
寿
命
中

に
お
げ
る
”
個
別
的
利
潤
率
。
（
は
次
の
よ
う
に
定
叉
さ
れ
る
。

　
　
二
一
・
一
一
－
・
亀
（
工
、
一
二
り
亡
　
　
　
　
　
８

又
、
利
潤
率
に
か
か
わ
る
以
下
の
定
叉
と
関
係
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

年
令
、
の
設
傭
単
位
当
り
の
評
価
係
数
阜
は
、

工
寸
？
）
貧
干
；
－
・

年
令
・
の
設
備
単
位
当
り
の
償
却
量
は

成
り
立
つ
。

　
　
さ
、
■
１
１
苧
十
、
■

そ
う
す
る
と
、
歩
期
の
総
資
本
額
均
、

　
　
（
注
５
）

叉
さ
机
る
。

骨
マ
ぎ
洪

１
｝

、

で
あ
り
、

ｇ

次
の
関
係
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔓

総
償
却
量
４
は
次
の
よ
う
に
定



ト
…
二
い
タ
ニ
一
＞

以
上
の
準
備
よ
り
、
６
時
点
に
お
け
る
”
杜
会
的
利
潤
卒
”

よ
う
に
定
叉
さ
れ
る
。

　
　
＼
、
Ｈ
一
ミ
、
十
」
い
十
、
＼
（
－

。
・
・
？
よ
－
二
一
一
工
さ
－
「
｛
、
一
さ
よ
二
い
三
ゴ

幽
を
整
理
す
れ
ぼ

　
　
＄

　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
（
、
、
、
吻
１
（
茅
１
〉
）
）
べ
、
よ
Ｈ
Ｏ

　
　
ｏ

と
な
り
、
吻
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
万
ぷ
　
　
　
　
　
蛋

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
的
の
左
辺
を
○
（
一
、
）
と
お
け

ぼ
、　

　
ｋ
ド
ー

　
　
寺
１

－
一　
ｓ

　
　
勿
ｑ
（
Ｈ
ｌ
ｏ
，
賢
＄
．
明
）
）

　
ｏ

¢
．
、
く
勿
へ
◎

０
３
Ｖ
○
£
ト
８
）
↓
十
〇

　
　
共
同
研
究
室

〕げＧ

　
　
冨

プ
は
次
の

§Ｙ
○

で
あ
る
か
ら
、
〆
の
正
値
条
件
は

。
一
。
二
一
三
－
、
ミ
、
、
．
、
、
主

茎

と
な
る
つ

　
次
に
利
潤
率
プ
一
と
蓄
積
率
ｇ
と
の
関
係
を
検
討
す
る
、
、
需
給
一
致
条

咋
１
－
よ
り

÷
－
－
二
了
－
吻
÷
工
÷
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
さ
二
い
、
、
ヤ
ゴ
・
一
一
よ
二
一
一
、
・
さ
よ
　
§

帥
・
、
〃
」
考
慮
し
で
、
的
右
辺
笏
２
項
を
部
分
積
分
す
る
と

　
　
で
、
辛
１
、
｝
よ
い
二
一
ミ
ペ
一
ざ

　
　
　
　
　
　
－
÷
さ
、
・
－

・
レ
し
な
る
か
ら
、
吻
は

　
　
ユ
一
デ
↓
二
一
一
二
辛
吻
と
ユ
で
、
吻
ゴ
・
干
三
一
言
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
一
草
一
、
土
三
い
テ
エ
蔓

と
な
る
、
一
凶
と
閉
を
比
較
す
れ
ぽ

　
　
恥
１
…
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七

一
三
六
三
）

星



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）

を
得
る
。

　
以
上
の
準
備
に
基
づ
い
て
我
六
は
次
の
峯
胃
×
の
命
題
を
証
明
し

よ
う
。

「
利
潤
率
が
正
値
を
と
る
た
め
に
は
剰
余
労
働
の
存
釘
必
要
か
っ

十
分
で
あ
る
。
」

　
証
明
　
○
Ｏ
必
要
性
、
、
Ｖ
○
妙
ミ
Ｖ
ｏ
を
証
明
す
れ
ぱ
よ
い
。

　
ま
ず
剰
余
労
働
に
つ
い
て
、
ｏ
萄
よ
り

セ
ー
÷
、
－
一
工
Ｖ
、
弓
。
と
、
◇
。

　
　
　
　
↑
、
、
、
１
、
，
。
二
二
汁
雰
Ｖ
。

　
　
暮
一
…
・
、
＼
マ
亀
ミ

と
お
け
ぽ

　
　
　
ｓ

　
　
　
い

　
　
　
　
“
８
（
灼
）
Ｈ
Ｈ

　
　
　
〇

　
　
　
一
串
〒
・
（
砕
、
）

　
　
　
十
ミ
一
、
鵯
工
・
、
マ
員
・
・
葛
↑
、

●

撃
ｏ却

メ
睾
ｓ

－
〈
◎骨

８ｇ蓬冨

一
七
八
　
（
三
六
四
）

　
　
　
罪
－
－
三
・
亀
・
雫
葛
マ
、
ぺ
、
↑
早

　
　
　
　
　
－
－
マ
争
・
÷
、
ぺ
Ｔ
、
共

　
　
　
索
ド
÷
。
、
・
・

室
に
脊
は
単
調
減
笑
単
調
減
少
－
単
調
増
大
か

更
に
鈎
、
鯛
を
考
慮
す
れ
ぱ

　
　
　
序
坐
　
　
婁
凧
８

　
　
　
骨

そ
こ
で
ｅ
¢
の
積
分
項
に
着
目
す
」
る

と
、
帥
、
鯛
を
考
慮
し
て

　
　
　
ｑ
　
ｓ

　
　
　
判
一
、
貫
。
ミ
セ
い

÷
婁
串

ム
ｖ
婁
。
ぎ
三
ぺ
、
・
、
。

－
三
一
干
・

込
的

Ｓ

、

霊

ｑ
ミ
（
灼
）

　
　
　
Ｖ
○

　
骨

で
あ
る
。

　
冨

冨



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
７
）

を
得
る
。
こ
こ
で
ｇ
に
つ
い
て
二
つ
の
場
合
を
考
え
る
、

　
３
　
灼
Ｈ
０
　
　
８
一
蛋
片
ｃ

　
　
　
亭
・
一
・
・
－
去
－
；
、
竈
で
婁
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
（
○
）
ソ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
、
・
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
、
〉
○
ｖ
ミ
〉
○
。
洋
前
〔
ｅ
蓮
吟
嵩
う
涛
青
斗
び
。

　
；
　
灼
▼
○
　
　
冨
一
雪
片
一
）

　
　
　
▼
○
↑
↓
ミ
（
〇
一
〉
Ｏ
エ
ミ
（
恥
▼
〇
一
▼
○

以
上
よ
り
必
要
性
は
証
明
さ
れ
た
。

　
吻
　
充
分
性
、
ミ
（
的
）
ｖ
○
◇
、
〉
○
を
証
明
す
る
。

　
ま
ず
灼
〈
○
と
仮
定
す
れ
ぼ
、
蝸
、
帥
、
幽
よ
り

　
　
　
ミ
（
的
）
ぺ
・
○
ｖ
ミ
（
○
）
▼
９
↓
、
▼
○
↓
汽
、
○

と
な
り
仮
定
と
矛
盾
が
生
じ
、
、
ら
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
　
灼
Ｈ
○

の
時
は
帥
よ
り

　
　
　
ミ
（
〇
一
▼
Ｏ
Ｖ
、
〉
○

内
〉
○
の
時
的
よ
り
、
Ｖ
○
。
即
ち
ミ
〉
○
↓
、
〉
○
◎
巴
・

　
四
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
我
々
は
、
技
術
進
歩
の
存
在
に
よ
っ
て
新
旧
設
備
の
並
存
し

て
い
る
経
済
全
体
に
お
け
る
一
時
点
で
の
価
値
規
定
岬
と
、
利
潤
↓
剰

　
　
　
　
共
同
研
究
室

余
労
働
の
対
応
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
く
彗
〆
の
命
題
が

こ
の
場
合
に
も
成
立
す
る
こ
と
を
み
た
。

　
し
か
し
論
証
に
際
Ｌ
て
は
、
技
術
進
歩
の
性
格
と
型
（
仮
定
０
、
　
）
、

一
財
く
ｏ
宗
一
と
い
う
厳
し
い
仮
定
を
お
い
て
い
る
。
更
に
、
技
術
進

歩
と
そ
の
導
入
、
旧
技
術
の
廃
棄
は
本
質
的
一
」
不
均
街
過
程
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
設
備
据
付
量
の
増
加
率
一
定
と
い
う
一
順
調
」
な
経
路
を
扱

っ
た
、
　
し
か
し
、
経
済
全
体
で
の
一
時
点
に
お
け
る
く
彗
×
の
命
題

の
成
立
は
、
三
を
証
明
す
る
際
需
給
一
致
条
件
を
援
用
し
て
い
る
よ
う

に
、
設
傭
据
付
量
の
分
布
の
仕
方
に
依
存
し
て
お
り
、
不
均
衡
過
程
で

の
あ
る
一
時
点
で
の
不
成
立
の
可
能
件
を
排
除
し
え
た
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
我
々
は
、
現
実
経
済
の
運
動
の
長
期
的
た
近
似
と
し
て
「
順

調
」
た
再
生
産
経
路
に
お
け
る
く
胃
×
の
命
題
を
検
討
し
た
に
留
ま

る
。

　
（
ユ
）
く
弩
×
資
本
論
（
大
月
書
店
版
）
（
一
）
勺
．
心
違

　
　
　
〃
も
し
そ
の
商
品
の
生
産
に
杜
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
が
変
化
し
た
な

　
　
ら
ぼ
、
前
か
ら
あ
る
商
品
へ
の
反
作
用
が
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
商

　
　
品
は
い
つ
で
も
た
だ
そ
の
商
品
種
類
の
個
別
的
な
見
本
と
し
か
認
め
ら
れ

　
　
ず
、
そ
の
価
値
は
、
つ
ね
に
、
杜
会
的
に
必
要
な
、
し
た
が
っ
て
ま
た
つ

　
　
ね
に
現
在
の
杜
会
的
諸
条
件
の
も
と
で
必
要
な
労
働
に
よ
っ
て
計
ら
れ

　
　
る
。
〃

　
（
２
）
　
固
定
設
備
の
存
在
す
る
場
合
の
価
値
決
定
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
　
（
一
一
ニ
ハ
五
）
　
　
　
、



（
３
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
二
号
）

　
峯
－
Ｏ
巨
｝
Ｏ
　
く
◎
『
－
Ｏ
Ｏ
ブ
ー
巳
Ｐ
Ｐ
　
、
、
く
與
↓
）
〔
、
◎
　
向
Ｏ
◎
箏
◎
巳
Ｐ
－
Ｏ
Ｏ
Ｏ
、
．
　
］
ｌ
Ｏ
べ
Ｃ
Ｏ

　
竃
彗
ｋ
童
ｐ
（
昌
）
ｏ
』
軍
　
〃
損
粍
は
、
固
定
資
本
が
そ
の
消
粍
に

よ
っ
て
そ
の
使
用
価
値
を
失
っ
て
ゆ
く
平
均
程
度
に
比
例
し
て
、
だ
ん
だ

ん
生
産
物
に
引
渡
し
て
行
く
価
値
部
分
で
あ
る
。
”
償
却
の
再
生
産
的
意

味
は
、
同
一
再
生
産
規
模
を
維
持
す
る
た
め
の
補
填
で
あ
る
。

（
４
）
旨
凹
冥
旨
巨
（
－
）
Ｐ
ミ
ト
　
”
も
し
新
た
・

　
　
な
発
明
に
よ
っ
て
同
じ
種
類
の
機
械
が
よ
り

　
　
少
な
い
労
働
支
出
で
再
生
産
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、

　
　
古
い
機
械
は
多
か
れ
少
な
か
れ
減
価
し
、
し

　
　
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
に
比
例
し
て
よ
り
少

　
　
な
い
価
値
を
生
産
物
に
移
す
こ
と
に
。
た
る
”
。

　
　
く
凹
員
が
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
技
術
革
新

　
　
は
財
生
産
用
機
械
１
を
生
産
す
る
機
械
２
の

　
　
生
産
点
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

　
　
の
結
果
機
械
１
の
価
値
が
減
価
し
た
。
我
々

　
　
の
場
合
は
Ｏ
墨
ｏ
～
で
あ
り
、
峯
ｐ
。
員
の
場

　
　
合
と
の
差
は
、
技
術
革
新
が
生
じ
た
後
は
同

　
　
じ
種
類
の
機
械
（
旧
設
備
）
が
再
生
産
さ
れ

　
　
る
こ
と
は
な
い
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
旧
設

　
　
備
の
価
値
の
評
楓
を
、
旧
設
備
自
体
を
再
生

　
　
産
す
る
の
に
必
要
な
労
働
量
で
は
な
く
、
新

　
　
設
備
と
同
一
の
使
用
価
値
を
生
産
で
き
る
旧

　
　
設
備
が
持
っ
て
い
る
生
産
能
力
を
再
生
産
す

　
　
る
の
に
必
要
な
労
働
量
と
し
た
。

２械機１械機財１ｅＳａＣ

１
『

・・

械機財２ｅＳａＣ

（
５
）

（
６
）

（
７
）

八
○
　
（
三
六
六
）

　
こ
こ
で
４
は
利
潤
率
の
定
叉
に
か
か
わ
る
償
却
で
あ
り
、
Ｑ
０
の
功
は
価

値
規
定
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
が
一
致
す
る
の
は
べ
１
１
◎
の
場

合
だ
げ
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
ｇ
で
の
微
分
は
、
側
で
、
〇
一
定
、
ｓ
の
効
果
を
み
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

　
我
々
の
く
＆
９
で
は
ｏ
ｑ
ｌ
ｌ
ｏ
。
、
蔓
よ
り
、
ぺ
１
１
亘
内
１
１
◎
一
又
べ
Ｖ
ｏ

Ｖ
内
“
◎
（
等
号
は
吻
１
１
◎
の
時
）
で
あ
る
か
ら
、
べ
Ｖ
ｏ
を
与
件
と
し
て

い
る
現
在
、
内
く
◎
を
行
う
必
要
は
な
い
。




